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研究成果の概要（和文）：わが国の臨床心理士に認知行動療法を普及させるために、認知行動療法の基礎研究と
その臨床ワークショップへの応用研究をおこなった。うつ病、不安障害、統合失調症という３つの疾患をとりあ
げて、それぞれの心理メカニズムについて基礎的な研究をおこない、疾患別に特化した認知行動療法について調
べた。その結果、うつ病に関しては、認知療法のメタ分析をおこなった結果、うつ病に対する認知療法の技法の
効果量は、心理療法の共通要素の効果量よりも大きいことを見いだした。これまでの通説に対して、科学的根拠
をあげて反証したことになり、心理療法の効果研究に大きな貢献をした。

研究成果の概要（英文）：In order to disseminate cognitive behavioral therapies into Japanese 
clinical psychologists, the workshops of cognitive behavior therapies for the various clinical 
disorders were investigated.　Many workshops on cognitive behavioral therapies for the various 
clinical disorders, for example, depression, anxiety and schizopfrenia were organized for four 
years.  Regarding depression, systematic review revealed that the effectiveness of cognitive 
behavioral therapy for depression is larger than that of common factors of psychotherapies.
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１．研究開始当初の背景 
 
 認知行動療法は、世界の臨床心理学におい
て主流となっており、わが国においても、臨
床現場でのニーズはきわめて大きいにもか
かわらず、浸透が遅れている。そのひとつの
原因として、どのような障害に対しても同じ
ような技法で対処しようというわが国にお
ける安易な態度が指摘できる。もともと認知
行動療法は、うつ病・不安障害・統合失調症・
摂食障害といった疾患別に特化した技法が
開発されており、ワークショップも疾患別に
行われている。わが国においても、このよう
な疾患別の認知行動療法の技法を浸透させ、
定着をはかる必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
 わが国の臨床心理士に対して、認知行動療
法と科学的でエビデンス・ベーストな臨床心
理学を普及させるために、うつ病・不安障
害・統合失調症など疾患別に特化した認知行
動療法を開発し、その基礎研究をおこなう。
さらにそうした知見をワークショップに応
用し、その効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 認知行動療法とそのワークショップにつ
いての情報収集 
 
 研究代表者および連携研究者は国際学会
に参加して研究発表し、学会に併設された臨
床ワークショップに参加し、認知行動療法の
ノウハウを獲得した。2013年の欧州認知行動
療法学会（EABCT）、2014年の国際認知行動
療法学会（ICCP）、2015年のアジア認知行動
療法会議（ACBTC）、2016年の世界行動療法
認知療法会議（WCBCT）、欧州認知行動療法
学会（EABCT）などである。 
 
(2) 疾患別の認知行動療法の基礎研究と臨床
応用 
 
 世界の認知行動療法の研究を参考にして、
うつ病・不安障害・統合失調症疾患など、障
害別に、認知行動療法と基礎研究と臨床応用
について研究をおこなった。 
 
４．研究成果 
 
 得られた成果について、疾患別に述べる。 
 
(1)うつ病への認知行動療法の基礎研究と臨
床 
 
 うつ病に関しては、うつ病に対する認知療
法の技法の効果と、心理療法の共通要素をメ
タ分析で比較し、前者が効果量が大きいこと
を見いだした。これまで、心理療法の効果に

ついて、共通要因の方が個々の技法よりも大
きいという Lambertの通説があったが、この
見解に科学的な根拠が乏しいことは意外に
知られていなかった。研究代表者がおこなっ
たうつ病に対する認知療法のメタ分析の結
果からみると、個々の技法（認知療法）のほ
うが共通要因よりも効果が大きい。これは、
これまでの通説に対して、科学的根拠をあげ
て反証したことになり、心理療法の効果研究
に大きなインパクトを与えた。 
 また、反芻や内省が抑うつに大きな影響を
与えることを実証し、脱中心化 (Self- 
distancing)と呼ばれる方法が抑うつを軽減す
ることを確かめた。反芻・省察を変動させる
対人ストレスイベントの種類を特定した。さ
らに、注意バイアス変容法を用いた抑うつ軽
減法について基礎研究をおこなった。 
 
(2)不安障害への認知行動療法の基礎研究と
臨床 
 
 不安障害については、思考抑制に関するメ
タ認知的信念が侵入思考に与える影響を立
証した。また、思考抑制と心配に関する信念
の相互的な因果関係を立証した。 
 また、『叢書・実証にもとづく臨床心理学』
のシリーズとして『臨床ストレス心理学』を
東京大学出版会より出版し、ストレス軽減の
ための認知行動療法にも触れた。認知行動療
法のマニュアルである A. Wellsによる『メタ
認知療法の理論と実際』を翻訳した（出版予
定）。さらに、カナダのマギル大学のローレ
ンス・カーマイヤーとコンコーディア大学の
アンドリュー・ライダーを招き、国際心理学
会議で対人不安についてのシンポジウムを
おこなった。 
 
(3)統合失調症への認知行動療法の基礎研究
と臨床 
 
 統合失調症については、統合失調症への認
知行動療法についての事例の収集をおこな
い、個人用メタ認知トレーニング日本語版を
開発した。ブリティッシュ・コロンビア大学
医学部のトッド・ウッドワードとマヘシュ・
メノンを講師として呼び、日本でメタ認知ト
レーニング全国研修会をおこなった。また、
シリーズ「エビデンス・ベイスト心理療法」
において統合失調症の認知行動療法の書籍
を翻訳して出版した。さらに、石垣琢麿・菊
池安希子・松本和紀編『サイコーシスに対す
る認知行動療法（CBTp）－統合失調症を対象
にしたわが国における事例集』を金剛出版か
ら出版予定である。 
 
(4)認知行動療法やそのワークショップをわ
が国に定着させるための活動 
 
 臨床心理士などを対象とした疾患別の認
知行動療法のワークショップを多数開催し



た。本格的に認知行動療法の技法を学ぶ場と
して、久保木富房氏・貝谷久宣氏らとともに
設立した東京認知行動療法アカデミーにお
いて、2013 年～2016 年まで毎年４回、各回
ごとに６本、計 96 本のワークショップを主
催した。また、日本認知・行動療法学会の教
育研修委員長および副理事長として毎年２
０本近くのワークショップを企画してきた。 
 また、わが国の認知行動療法のワークショ
ップについて研究代表者がおこなった貢献
について、「認知行動療法の研修体制とワー
クショップ」として総説を発表した。また、
有斐閣から『臨床心理学』を出版し、わが国
の臨床心理学に認知行動療法や科学者－実
践家モデルを定着させることの重要性を主
張した。さらに、イギリスで 2008 年からお
こなわれた「心理療法アクセス改善」
(Improving Access to Psychological Therapies: 
IAPT)政策についてのレイヤードとクラーク
の書籍を翻訳した（『心理療法がひらく未
来：エビデンスにもとづく幸福政策』として
ちとせプレスから出版予定） 
 さらに、日本認知療法・認知行動療法学会、
日本認知・行動療法学会、日本心理学会、日
本心理臨床学会、日本不安症学会などの学術
大会において、認知行動療法と普及について
のシンポジウムや企画を多数開催した。 
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